


とは？
● 鹿児島市が好きな方
● 鹿児島市と関わりを持ちたい方
● まちを楽しみたい方

たくさんの仲間達とともに、まちを見つめ、まちとつながる4ヶ月間です。何よ
り大切なのは「楽しむ」こと。今回は、鹿児島市の魅力を発信し、今の自分が
できる「まちを想う行動」を考え、小さな一歩を踏み出すことを目指します。

こういう方にオススメ

2019.8.15（木）

応募締め切り

DAY0: 2019.8.25（日）
 2019.8.26（月）
DAY1: 2019.9.8（日）

DAY2: 2019.9.28（土）
FES  : 2019.12.8（日）
DAY3: 2019.12.22（日）

イベント実施日（全 5回） ※DAY 0は参加可能などちらか

130名

定　員

メンバー
募集中 !

01

02

03

049/7

  「消費者＝地域の人口」が大幅に減
る中で、当然ながら税収は減り、地
域経済の基盤強化を行政に任せる
ことの限界がきています。
  ここで大切なことは、地域の暮ら
しを自分たちで守り、育てるため
に、行政と民間の役割分担を考える
ことが必要になります。

  「消費者＝地域の人口」が大幅に減
る中で、当然ながら税収は減り、地
域経済の基盤強化を行政に任せる
ことの限界がきています。
  ここで大切なことは、地域の暮ら
しを自分たちで守り、育てるため
に、行政と民間の役割分担を考える
ことが必要になります。

さつま町観光未来研究室とは？

目的

大事にしたいこと

参加者の中から
数名へヒアリング

第 1回
お互いを知り合う

自分がこの場を通して
実現したいことは？

この場を通して、さつま町に
どんな変化を生みたい？

第２回
まちの課題と資源を
出し合い整理する

第4回

第 5回

事例を学ぶ
理想のイメージを

具体的な形に落とし込む

第３回
観光に関する理想の
イメージを具体化する

事例を学ぶ+最初の一歩を考える 第6回
テストマーケティングを踏まえた
戦略へのフィードバック

第7回
拡大版
成果報告会

中間作戦会議

つなげるチーム
生まれるチーム
つながるチーム
広げるチーム
楠木神社チーム

5チームに分かれて
実践期間へ

実践期間（11月～1月）
9/28 10/5 10/30 1/15

1/15

2/12 3/109/14

観光未来研究室
参加者の声かけ

7月 8月
2018 年 2019 年

各チームが集まり作戦会議

発行：さつま町商工観光 PR課 さつま町観光未来研究室
デザイン：一般社団法人鹿児島天文館総合研究所 Ten-Lab

自分たちで出来ることを
自分たちでするために
大切にしたい
3つの要素

地域で何かを始めるときの
困りごとと解決策！

参加者が集まらない 活動経費が確保できない

イベントを初めても一回限りで終わる
「あいつがやるならやらない」という人

足をひっぱりあう

言い出しっぺが責任を取るという発想 など

やりたいこと
（解決したい課題）

できること
（活用する資源）

求められて
いること
（ターゲット）

本業につながること。
自分の強みを発揮できること。
そのテーマに強みを発揮する
仲間がいること。

自分たちが「やってみたい」と
強く思えること。その取り組み
が自分たちの地域を豊かにする
と強く感じられること。

その取り組みを求める人が
具体的にわかっていること。
その取り組みがないときに
困っている人がいること。

「やりたい」のエネルギーを最大に使う　 「やわらか発言」を意識する 小さく始めて大きく育てる

平成 31 年 3月






